
１
１
１
１

４
４
４
４

稔
崇
史
治

昭和56年度（56年４月１日～57年３月３１日）において

学外に発表された論文ならびに講演

胸腰椎の脱臼骨折に於けるSpi‐
nallnstrumentationの脊柱シミ
ュレーターを用いての力学的解析

第55回日本整形外科学会学術集会
抄録集，ｐ､１７０

銅および銅合金の熱間圧延動力計
算法

昭和56年10月
日本機械学会第59期全国大会講演
会

請毒年月雑誌名又は講演会名発表者 題 目

鹿児島県下の潜在エネルギーの開
発調査と工業的利用

圭
正
正
圭

昭和56年６月
日本機械学会論文集，４７巻418号
Ｂ編

日本機械学会論文集（Ｃ編）４８巻
425号，ｐｐ､１１－２０

日本機械学会講演論文集
(No810-15）

２

満
男
博
夫

武
正冨

川
里
西
村
井
村
島
匂
村
西
島
匂
西
村
西
村
島
匂
木
宮
西
吉
永
中
崎

古
都

富
有
前
田
中
岡
福
中
貴
酒
岡
中
貴
酒
中
岡
中
岡
貴
酒
鈴
宇
中
末
末
田
浜

１
１

昭和57年１月旋回ジブクレーンつり荷の運動

希薄高分子水溶液における翼まわ
りの流れ

昭和56年10月
哲
賢
俊
泰
正 １
１
１
１
Ｉ

塑性と加工
22-246（1981)，ｐ､669-676

昭和56年７月熱間圧延動力計算の数学モデル

１
１
１

３
４
４

好
久
稔
崇 第８回整形外科バイオメカニクス

研究会
抄録集，ｐ,２３

昭和56年９月脊柱シミュレーターの試作俊
賢

第57回中部日本整形外科災害外科
学会
抄録集，ｐ､６２

１
１
４
４

稔
崇 昭和56年11月胸腰椎部脊柱シミュレーターによ

る脊柱の力学的解析賢
俊
賢
俊

伸銅技術研究会誌
Vol､２０（1981)，ｐ､219-229

昭和57年２月

昭和56年12月
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昭和55年度南科研総合研究成果発
表会

｝

昭和57年３月悠
健
賢
秀
勝
良
和

｝
日本金属学会
第89回京都大会

日本機械学会論文集
第48巻427号Ｂ編，ｐｐ､563-570

ローカルエネルギー

Vol､１，No.１(別冊）ｐｐ､１５－２７

昭和56年11月亜共析黒鉛鋼の引張特性について郎
平5）

則
リード弁式クランク室圧縮形二サ
イクル機関の弁挙動

九州におけるローカルエネルギー
開発

ローカルエネルギーとしての廃棄
物利用への一考察（鹿児島県のし
尿及びごみ処理状況）

長方形管内気液二相流の流動と圧
力損失（摩擦圧力損失の整理式に
ついての考察）

ローカルエネルギー開発への期待
とその課題（地域全般的な立場か
ら）

昭和57年３月

昭和56年６月松村博久

松 村
玉利
井 手

博
費
英

久
一
夫

エネルギー総合工学
Vol､４，No.３，ｐｐ､48-52

日本機械学会
講演論文集No.810-9,ｐｐ､４１－４４

昭和56年８月

日本機械学会
講演論文集No.810-15,ｐｐ､307-
309

井 手
松村

英夫
博久 ｝ 昭和56年10月

昭和56年10月松村 博 久

有限幅ノズルから流出する噴流の
側壁付着効果（第３報，付着壁傾
斜角の影響）

初期乱れを考慮した拘束噴流に関
する研究（第１報，拡散方向の速
度分布）

村
利
手
崎
田
島
島
田
崎

松
玉
井
野
八
中
中
八
野

博
費
英

１
１
１
１

６
７
７
６

久
一
夫
勉
爾
弘
弘
爾
勉

１
１
Ｉ



ProgressofTheoreticalPhysics
Vo１．６５，Ｎｏ．５

182

昭和56年５月

高
上
園
幹
入
高
上
園
山
人
高
上
園
山
人
Ｒ
ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｔ
Ｓ
Ｒ
山
草
矢
柚
川
柚
川
草

StatisticalDuarkBagModel
andLightHadrons

昭和56年10月

請憲年月発表者 題 目 雑誌名又は講演会名

砿
確
醍
芳
雄
嘩
嘩
醜
哨
嘩
嘩
恥
醜
哨
嘩
》
》
》
伽

ダクトの音波伝搬の測定

１
１
１
１
１

夫
一
一
一
勝
隆
幸

木謙
畑清
部宏

崎
田
島

１
１
６
７

勉
爾
弘

初期乱れを考慮した拘束噴流に関
する研究（第２報，深さ方向の速
度分布と運動量分布）

AnApproximateCalculationof
aTwo-dimensionalReattach-
mentFlow

ReattachmentFlowlssuing
fromaFiniteWidthNozzle

(Rep､３EfrectsofInclinationof
ReattachmentWall）

水中放電加工に関する研究（高水
圧下における単発放電痕につい
て）

ダイヤモンド砥石による石材の研
削切断に関する研究（第１報）
－基礎実験一

野
八
中 ｝ 日本機械学会第59期全国大会講演

会
圭
正

昭和56年10月

Ｔ・Nozaki

K・Hatta6） ｝ TheoreticalandAppliedMe-
chanics,Vol、３０

昭和56年12月

Ｔ・Ｎｏｚａｋｉ

Ｋ・Hatta6）
Ｍ・Nakashima7） ｝

ＢｕｌｌｅｔｉｎｏｆｔｈｅＪＳＭＥ，Ｖｏｌ、２５，
Ｎｏ．２００

昭和57年２月

中島繁
是 枝 賢 一

田中秀穂

S・Kagiyama8）
S・Hirooka
H・Kikukawa9）
J・Kikukawa10）

精機学会九州支部長崎地方講演会
論文集｝ 昭和56年11月

昭和56年７月精機学会重研削技術専門委員会

’

日本音響学会秋季研究発表会

鹿児島大学工学部研究報告第２４号（1982）

｝忠
成

昭和56年７月

IEEEPowerEngineeringSocie-
tyWinterMeeting

極数変換型誘導電動機の極数切換
時の過渡特性（実験的検討）

電気四学会九州支部連合大会 昭和56年10月

１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１

夫
一
一
一
勝
太
幸
夫
一
一
一
勝
太
幸

SSRの抑制に関する一考察……
誘導機の軸直結によるＳＳＲの抑
制

電気四学会九州支部連合大会 昭和56年10月

誘導機を同期機の軸に直結した発
電システムにおける安定性につい
て

電気四学会九州支部連合大会 昭和56年10月

NoiseReducedDigitalDevice
DetectingAngularSpeedDevia-
tionandAccelerationfbrTran-

sientControlAugmentation

DynamicPerfbrmanceandVolt-
ageStabilityofSelfExcitedln-
ductionGeneratorwithVoltage
Controller

高圧水銀灯用進相形点灯回路の高
調波電力について

１
１

照明学会誌
p､499-503

昭和57年１月

Transactionof

Vo１．１０２，Ｎｏ．
SectionE

ＩＥＥｏｆＪａｐａｎ
ｌ/２，Jan./Feb．

Irisa

Takata11
Ueda''）

昭和57年１月
２月｝

口純 昭和56年10月

宏
文
謙
清

部
野
木
畑 １

２
成
彦
一
忠

ＴＶ信号を利用した時刻と周波数
の供給

テレビジョン学会1981年全国大会



夫
磨
夫
磨
夫
勲
月

学外に発表された論文ならびに講演

１
１

｝

昭和57年３月建築空間における色彩の視覚的効
果に関する研究

詣毒年月雑誌名又は講演会名目題表 者発

昭和56年９月

昭和57年３月

日本建築学会九州支部研究報告
第26号

田良島昭

昭和56年９月日本建築学会大会学術講演梗概集
く計画系＞(九州）

耐アルカリ‘性・シラスガラス繊維
補強コンクリートに関する基礎実
験（その３ＧＲＣ層とモルタル層
からなる合成ばりの曲げ強化機
構）

有開口耐震壁の弾性実験解析（そ
の３壁板と柱のせん断応力につい
て）

たれ壁・腰壁付柱の弾性剛性に関
する研究（１）

周辺架構の構造形式が異なる耐震
壁に関する実験的研究（ＲＣＳＲＣ
架構の場合の比較その４．壁厚
比の影響）

腰壁付き柱のせん断力分担割合お
よび剛域

たれ壁・腰壁付架構の弾性解析
(1)

昭和57年３月日本建築学会研究報告
九州支部第26号金苗需融
日本光弾性学会第３回研究発表講
演会論文集No.３

徳
小

広育
野正 １

１

３夫
行
夫
夫

昭和56年６月

徳広
佐々木

育
昭

日本建築学会論文報告集第304号 昭和56年６月

徳
三
源

夫
勲
月

広
谷
川

育
五

１
１
ｌ

昭
一
茂
浩
茂
浩
一
一

福
慎

島
山
田
川
田
川
田

良田
森
内
染
内
染
横

広
徳
広
徳
広
谷
川
城栄

徳
久
徳
久
徳
三
源
真

育
琢
育
琢
育
五
玄
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日本建築学会九州支部研究報告
26号

日本建築学会大会学術講演梗概集

日本建築学会大会学術講演梗概集

日本建築学会研究報告
く九州支部＞第26号，１

昭和57年３月

同上

’
日本建築学会研究報告
く九州支部＞第26号，１

鉄骨鉄筋コンクリート周辺架構耐
震壁の崩壊機構と最大強度

昭和57年３月

横座腿および局部座屈を伴うＨ
形鋼部材の変形性状に関する極限
解析（その１基礎式とはりの解析
例）

Ｈ形鋼ばりの塑性変形能力に関
する実験的研究（その１ｐ＝０及
び－０．８の場合）

Ｈ形鋼ばりの塑性変形能力に関
する実験的研究（その２）

Ｈ形鋼柱の塑性変形能力改善に
関する実験的研究（その１）

台風時の飛散物の軌跡と速度に関
する研究

飛散物の抗揚係数と一様流中の拡
散について

過疎地域の生活施設計画

低密度地域の生活施設に関する研
究一地域における“集まりの場”
の変化について一

視覚障害者の建築内部における歩
行空間に関する研究

景観における建築物の視覚的効果
に関する基礎研究

孟鳶達署",｝ 昭和56年９月

昭和57年３月

１
１
１
１
１

４
４
５

勲
司
勲
郎
勲
郎
夫
弘
夫
基
昭

司
司

達
光
光
正
雅
正
英

谷
崎
谷
原
谷
原
川
山
川
島良

三
山
三
林
三
林
立
福
立
原
田

昭和56月９月同上

昭和57年３月

日本建築学会九州支部研究報告

昭和57年３月同上

昭和56年４月日本建築学会論文報告集第302号

日本建築学会研究報告九州支部第
26号

農村建築89号

昭和57年３月

昭和56年９月



ブチル化メラミン樹脂を用いた非
水分散アクリル樹脂の調製

184

昭和56年11月

日本化学会九州・中国四国支部合
同大会
講演予稿集ｐｐ､７９

日本化学会九州・中国四国支部合
同大会
講演予稿集ｐｐ､7８

昭和57年１月

詣毒年月発表者 題 雑誌名又は講演会名目

メチル化メラミン樹脂の架橋反応
性

第20回窯業基礎討論会要旨集
ｐｐ､７７

シラスガラスーＢ８０３系からの高
ケイ酸ガラスの合成

昭和56年11月

内
染
田

茂
浩
樹

田
川
畑 ｝

窓外の障害物の視覚的効果に関す
る基礎研究

日本建築学会九州支部研究報告
第26号 昭和57年３月

秀

都市景観計画のための基礎的研究
(その５）（鹿児島市における都市
景観の変化）

小山田善次郎 日本建築学会，九州支部研究報告 昭和57年３月

１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１

６
７
８
８
７
８

郎
朗
満
州
柵
満
之
郎
之
雄
満
聡
隆
之
満
子
広
一
一
紀
実

》
仙
石
》
》
石
触
榊
姉
跨
石
辺
“
脈
石
剛
恥
恥
噸
輝

ヨ

小
森
明
Ｋ
Ｇ
明
宮
木
宮
竹
明
磯
草
宮
明
中
黒
島
山
椿

農村の生活環境に関する研究 同上 昭和57年３月

第30回高分子学会年次大会予稿集
Vol、３０.Ｎｏ．１，ｐｐ､１７６●

固定化触媒を用いた水の光分解 昭和56年５月

第30回高分子討論会予稿集
Vol、30,Ｎｏ．７，ｐｐ､1496-1499

固定化触媒を用いた水の光分解 昭和56年10月

平
福
橋
島

鹿児島大学工学部研究報告第２４号（1982）

重
木
田
田
重
重
田
重
川
重
田
江
田

福
赤
島
島
福
豊
島
福
末
福
平
永
島

田
重
口
田

安
一
欣
欣
安
逸
欣
安
幸
安
好
隆
欣

昭和57年１月

シラスと琉球サンゴ石灰岩の
1200｡～1280.Ｃの焼成反応

窯業協会誌
89巻７号，ｐｐ､４６－５０ 昭和56年７月

１８９
一
一
雄
紀
人

欣
安
一
成

田
重
城
守

島
福
古
留

シラスガラスーカルシアーマグネ

シア系の1400.Ｃおよび1500.Ｃ
におけるガラス化領域と同系ガラ
スの二，三の性質

窯業協会誌
89巻，１１号，ｐｐ､626-628

昭和56年11月

１１２９０
一
一
雄
之
治

欣
安
博
幸

田
重
島
田牟

島
福
中
西

日本化学会九州・中国四国支部合
同大会

ﾄからシリテトラエチルシリケ

カ微細球の合成 昭和56年11月

第20回窯業基礎討論会要旨集
pp､６２

好
安
欣

１
１
１
１
１

２
２
２
２

０
０
０
０

２０

雄
成
一
一
一
一
雄
郎
一
一
雄
弘
雄
洋
治
一
一
洋
雄
隆
一
一

シラスを原料とするサイアロンの
焼結

日本化学会九州・中国四国支部合
同大会 昭和56年11月

シラスを原料とする炭化珪素生成
に及ぼす金属酸化物の影響

日本化学会九州・中国四国支部合
同大会 昭和56年11月

シラスを原料とする炭化ケイ素 窯業協会九州支部秋季研究発表会 昭和56年11月

クリストバライトの炭素還元法に
よる窒化反応



昭和56年７月

185

日本化学会九州・中国・四国支部
合同大会
講演予稿集，Ｐｐ３４

日本化学会九州・中国・四国支部
合同大会
講演予稿集，ｐｐ､6７

ＥＤＴＡ－エポキシ系キレート型イ
オン交換樹脂の製造

昭和57年２月

昭和56年10月

雑誌名又は講演会名｜藷毒年月

蒸留における微量成分の段効率に
つ い て

目題発表者

油化学
第30巻，７号，ｐｐ､447

学外に発表された論文ならびに講演

化学工学協会
第15回秋季大会

昭和56年７月

好
達
昭
好
昭
好
達
昭

田
田
藤
田
藤
田
田
藤

１
１
１
１

１
２

２
２

洋
郎
夫
洋
夫
洋
郎
夫
夫
洋

平
前
加
平
加
平
前
加

窯業協会56年年会講演予稿集，
pp､２００

噴霧熱分解法β型アルミナ粉体
の焼結性

昭和56年５月

回分精留における微量の中間揮発
度成分の濃縮・分離

窯業協会56年年会講演予稿集，
pp､２０１

噴霧熱分解法によるβ-アルミナ
焼結体の電導性

噴霧熱分解法によって得られた
β''一アルミナ焼結体の微細構造と
電導性

噴霧熱分解法による複合酸化物粉
体の合成とその焼結特性に関する
研究11.-β''一アルミナ粉体の焼結
性と焼結体の電導性一

昭和56年５月

日本化学会誌
1981,ｐｐ､1595-1603

昭和56年10月

化学工学協会
北九州大会;謹妻婁馴｝

#話＊婁馴｝

旭硝子工業技術奨励会研究報告
３９，ｐｐ､245-256

加藤
平田

昭
好

鱗営１

１
１
１
１
１
１
１
１

２
２
３
３

耐
峠
》
》
峠
州
碓
嘘
帰
偲
唖
峰
》
》
礁
峠
峠
坐
部
砕
》
》
》
砂
》
》
》
催
峠
砕

竹
前
粟
今
前
藤
竹
前
津
竹
竹
前
今
満
徳
前
永
今
竹
ｍ
ｍ
Ｓ
Ｋ
Ｒ
Ｒ
Ｓ
梅
江
染
隅

金属キレートの利用に関する研究
(第12報）キレート配位子をもつ
アクリル系高分子の調製

昭和57年１月

SynthesisofEDTAPMonoalkyl‐
amideChelatesandEvaluation

oftheSurface-ActiveProperties

ウラシル類の光付加反応と誘導体 昭和56年11月

昭和56年11月

Ｎ一アルキル一Ｎ一ホスホノメチル

グリシンキレートの合成とその界
面活性

昭和56年11月

ＣＯＭに関する研究（第２報）
ＣＯＭの安定性に及ぼす添加剤の
影響

石油学会第24回研究発表会 昭和56年11月

金属キレートの利用に関する研究
(第１３報）ジエチレントリアミン
五酢酸モノアルキルエステルキレ
ートの合成とその界面活性

油化学
第31巻，１号，ｐｐ､４７

Bull・Ｃｈｅｍ・ＳＯＣ､Ｊａｐａｎ
Ｖｏ1.54,ｐＰｌｌｌ２－１１１６

日本化学会九州・中国・四国支部
合同大会

J・ＡｍＯｉｌＣｈｅｍ・ＳＯＣ･

Vol、59,Ｎｏ．２，ｐｐ‘１０４
昭和57年２月

Photoadductsof2-pyridones
withchloroethylenesandtheir
derivatives

昭和56年４月

昭和56年11月クマリン酸メチルを用いたDiels‐
Alder反応

日本化学会九州・中国・四国支部
合同大会
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昭和57年３月

気・スラリー流の垂直上昇および
下降管におけるホールドアップ

JournalofChemicalEngineer-
ingofJapan
Vo1.14,No.６，ｐｐ､493-495(1981）

昭和56年８月

請憲年月発表者 題 雑誌名又は講演会名

鹿児島大学工学部研究報告第２４号（1982）

’
特定研究［I］ニューズレターＮｂ３Ｇｅジヨセフソン，ブリッヂ交霊喜士董釧,｝

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

２
２
２

戸
Ｉ
５
６

２７

３
３
０
１

部
醇
曇
醇
梨
》
醇
謡
峠
睡
》
》
》
伽
僻
“
剖
醇
》
》
岬
》
醇
密
醍
密
恥
桝
》
》
》
》
掛
酎
排
他
》
群
榊
岬
櫓
》

８
１
Ｏ
ｊ

士

幡
碇
中
碇
幡
後
碇
幡
椛
Ｙ
Ｃ
ｃ
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｋ
幡
碇
中
幡
野
近
碇
高
川
高
南
高
正
高
Ｍ
Ｔ
高
野
山
古
伊
田
大
穴
大
人

Ｚ
Ｉ
Ｚ

地

液々系連続撹伴槽における分散液
滴の挙動

化学工学協会
第15回秋季大会 昭和56年10月

回分精留における微量の中間揮発
度成分の濃縮・分離

旭硝子工業技術奨励会研究報告，
38巻，ｐｐ,289-293

昭和56年10月

昭和56年７月

蒸留における微量成分の段効率に
ついて

旭硝子工業技術奨励会研究報告，
38巻，ｐｐ､295-300

昭和56年10月

AMathematicalModelfbrCoal

LiquefactionintheSolventRe‐
finedCoalProcess

EfTectofCoalescenceandRe-

dispersiononSuspensionPoly-
merizationofStyreneinACon-
tinuousStirredTankReactor

AIChESymposiumSeriesNo、
202,Ｖo1.77,11(1981） 昭和56年

Ｔ・Ｗａｔａｎａｂｅ

Ｋ・Ｏｂａｒａ

Ｔ，Ｏｇｕｓｈｉ
Ｔ・Ｎｕｍａｔａ

昭和56年12月

懸濁液滴中におけるスチレンのス
ラリー重合

昭和56年６月

昭和56年１２月

AppliedPhysicsLetters

麓器'１溌天mericanInstituto
ofPhysics.）

化学工学協会
第47年会 昭和57年３月

酢酸中におけるアニソールの電極
反応速度

クラウンエーテルを触媒とする液
固系エステル化反応

隔板付多極回転円筒電解槽による
銅イオンの濃縮

MetalRecoveryinaPilot-Scale
RotatingCylindricalWiper-
BladeElectrodeSystem

化学工学協会
第46年会

化学工学協会
第15回秋季大会

化学工学協会
第15回秋季大会

昭和56年４月

昭和56年1０月

昭和56年10月

ElectrochimicaActa，
Ｖｏｌ､26,Ｎｏ．12,ｐ､1727-1735

化学工学協会
第15回秋季大会

水相中におけるＣｕ(Ⅲ）とアセチ
ルアセトンの反応速度

化学工学協会
第47年会 昭和57年３月

三相噴流層の流動特性と集じん性
能 昭和56年10月

スパッタ法を用いたNb3Si系薄
膜の製作

高臨界温度超伝導体の研究
(Ｎｂ３Ｇｅジョセフソン，ブリッ
ヂ）

ImprovementofthewidthofSu-
perconductingTransitionJTc
ofNb3GebysmallMechanical
Schock

核融合用超伝導
マグネット研究会 昭和56年６月

クライオエレクトロニクス研究会



｝

学外に発表された論文ならびに講演

昭和56年６月

１
１
１

２
３

３
８彦

彦
弘
夫
信
信
い
餅

３
ｗ
ｕ

成
邦
正
陸
義
正
伽
伽
眺

木
田
久
下
下
久
耐
田
脆

一
一
一
吉
金
山
山
金
Ｈ
Ｙ
Ｓ

｝

詣濯年月雑誌名又は講演会名目題者表発

S・Kaneku

S・Miki32）

代用電荷法の研究について 電気学会放電懇談会

同上

瀧署＃｝
小型水素液化器によるジョセフソ
ン，ブリッヂの特性

昭和56年10月第４２回応用物理学会

蕊＃＃｝ 昭和56年10月同上ＮｂＳｉ薄膜の抵抗特性

グリーン関数の重ね合せ法による
拡散方程式の近似解法

縄毒＃｝
微小なmechanicalschockを与
えたＮｂ３Ｇｅ膜の特性

昭和56年10月同上

中
尾
島
島

野
村
村
村

エネルギ特別研究（核融合用超伝
導マグネット班，報告集）

大串哲
穴山 １３０

弥
武

昭和56年12月Nb3Si系薄膜の研究

HighTcJosephson材料の特性
改善

TheEffectofQuenchingjustaf
terDepositionfbrMetastable
Compound

１
３
８
７
７政

次
行
行

善
健
定
定

クライオエレクトロニクス研究会

JournalofMaterialSciences

概鎧制唱allLtd）

昭和57年３月大串哲弥

Ｈ・Ｎａｇａｉ
Ｔ・Ｏｇｕｓｈｉ
Ｔ・Ｎｕｍａｔａ

海水の沈降電圧測定

昭和57年３月

ProceedingsoftheSecondScan-
dinavianConferenceonlmage
Analysis,Helsinki
pp､248-253

Recursivecompositefilteringof

imagesignals，

ハリクリスナ

Ａ・パート

南竹力
武 石泰亮

平川 贋 満
武石泰亮

187

’

村島 定 行

電子通信学会論文誌
Vol・Ｊ６４－ＡＮｏ､６，ｐｐ､445-452

‘パラメータ未知なる有色雑音中
の信号の適応検出’

昭和56年６月

昭和56年10月電気四学会九州支部連合大会測定データの変換と状態一覧表

IFIFETransactiononPattern

AnalysisandMachinelntelli‐
gence，

ＶｏＬＰＡＭＩ－７,Ｎｏ．１，ｐｐ､１８－２５

県視聴覚教育情報No.８
Ｐｐ､１３－１７

‘Recognitionofdistortedpat-
temsusingtheViterbialgo-
rithm，

昭和57年１月

昭和57年３月マイコンと教育山下睦夫

ApplicationofMicro-Computer
fbrtheStudyofVacuo-Thermo-
junctionsCharacteristicsat
VeryLowFrequencies

ハロケン化アルカリ化合物電解質
溶液の沈降電圧測定

同上

文部省特定研究経費報告
オセアニア海域における水陸総合
学術調査(ＮＡＶ'81）

電気四学会九州支部連合大会 昭和56年10月

グリーン関数の重ね合せ法による
２次元重調和方程式の近似解法

同上

情報処理学会数理解析研究会

｝ 昭和56年10月

武石 泰 亮
Fijiの教育制度とＵＳＰおよび
ＦＩＴ

昭和57年３月

｝
贋満
泰亮

平川
武 石

昭和57年３月

昭和56年５月

昭和56年５月

昭和56年８月



代用電荷の配置法と誤差との関係

鹿児島大学工学部研究報告第２４号（1982）

電気学会論文誌Ａ

代用電荷法の拡散方程式への適用
とその数値的不安定性

海洋の水温変化回復機能の地域差

昭和57年３月｝

雷毒年月発表者 題 目 雑誌名又は講演会名
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前 田明夫

温度差発電における温度差と作業
流体

田明
村博

夫
久

島
島
島
光
島
光
島
野
田
島
島
野
田
中
島
島
藤
井
田
島
野
田
野
島
田

村
村
村
安
村
安
村
小
賛
村
村
小
賀
野
村
村
近
横
賛
村
小
賀
小
村
賛

１
１
１
１
１
１
１
１

８
３
３
８
３
３
３
３
３

６
６
６
６
６
７
６
６
６

３
３
６
６

行
行
行
人
行
人
行
雄
寛
行
行
雄
寛
政
行
行
道
博
寛
行
雄
寛
雄
行
寛

久
久

久
久

定
定
定
久
定
久
定
記
定
定
記
善
定
定
弘
正
定
記
記
定

弾性論への代用電荷法の応用（11）

代用電荷法の一つの定義

電気学会，電磁界理論研究会

電気学会論文誌Ａ

昭和56年10月

昭和56年８月

擬示乱数の長周期化法 電気４学会九州支部大会 昭和56年10月

パーソナルコンピュータ用倍精度
ＣＯＲＤＩＣプログラム

前
松

同上 昭和56年10月

双対原理を利用した代用電荷法に
よる流れ場の解析について 同上 昭和56年１０月

弾性論への代用電荷法の応用 同上 昭和56年10月

双対原理を利用した代用電荷法に
よる流れ場の解析 電気学会電磁界理論研究会 昭和56年11月

古川
湯ノロ

古川
湯ノロ

同上 昭和56年11月

昭和56年

１
１

昭和57年１月

リーマン面を利用した代用電荷法
によるマイクロ・ストリップ線路
の解析（１）

リーマン面を利用した代用電荷法
によるマイクロ・ストリップ線路
の解析（11）

FeldberechnungmitdemErsatz-
1adungsvelfahren

グリーン関数の重ね合せ法による
２次元重調和方程式の解析

生体の恒常性維持と体表面定常電
位現象に関する研究

電子通信学会技術報告 昭和57年２月

電子通信学会
技術報告 昭和57年２月

Hochspannungs-technisches
SeminarinMiinchen

情報処理学会
全国大会

S・Murashima 昭和57年３月

村島定行 昭和56年10月

昭和57年２月

也
友
也
友

徹
万
徹
万

測流計画のための東シナ海の黒潮
とその周辺の海況

日本ＭＥ学会 昭和56年５月

昭和57年３月

生体の恒常性維持と体表面定常電
位現象に関する研究 日本ＭＥ学会九州支部会

昭和56年４月
海洋科学
Vol､13,Ｎｏ．4,1981.ｐ､247-254

海洋科学
Vol、13,Ｎｏ．7,1981,ｐ､495-499

日本音響学会誌３８巻２号
1982,ｐ、121-128

文部省科学研究費補助金
エネルギー特別研究
自然エネルギーの研究
昭和５６年度研究成果報告書

文部省科学研究費
エネルギー特別研究
海洋温度差発電の海洋科学的側面
に関する基礎的研究

前田明 夫

昭和56年７月前田明夫 気象擾乱に伴う海洋温度場の変化

海の波前田明夫
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昭和56年７月

土木学会第３６回年次学術講演会

１
１
１
１

３
４
５

６

－
コ
称
二
進
鮒
一
一
進
司
瀞
輔

健
善
宏
健
鯉
健
耕
利
一

雷素年月雑誌名又は講演会名発表者 題 目

昭和56年10月

学外に発表された論文ならびに講演

土木学会第３６回年次学術講演会
数量化理論を用いた斜面崩壊発生
に関する統計的考察

北
春
西

東シナ海における黒潮の流軸変動
と平均流軸

昭和５６年度
日本海洋学会秋季大会講演

１
１
１
１
１
１

８
９
９
８
９
９
９
９
９
１
０
０
１
２

雌
綱
溌
理
癖
湖
峰
瀞
桝
瀞
峰
躍
》
》
捌
曲
・
皿
進
建
博
進
睦
博
諜
報

田
本
川
住
橋
円
田
田
田
川
田
橋
Ⅲ
伽
伽
伽
跡
原
野
畦
原
野
畦
井
本

前
坂
市
久
高
茶
前
高
原
市
前
高
Ｈ
ｍ
Ｍ
Ａ
Ｍ
吉
河
高
吉
河
高
玉
山

昭和56年10月

良
元

都井岬沖黒潮横断面での地衡流分
布と水温微細構造 昭和56年01月同上

昭和５６年度日本海洋学会
秋季大学講演

｢東シナ海陸棚縁部の水塊構造に
ついて」

昭和56年10月

Short-termVariationoftheVer‐

ticalFieldofWaterTempera‐
tureSoutheastofrCapeToi-
misaki

Ｍｅｍ・Fac・Ｆｉｓｈ.，
KagoshimaUnive、
Vol､３０(1981)ｐ､113-123

昭和56年11月

パーソナルコンピュータによる構
造力学のＣＡＩ 第６回電算機利用に関するｼﾝボｉ昭和３６年'0月ジウム

村
山
岡

第２８回海岸工学
講演会論文集海中係留球の波浪応答 昭和56年11月

昭和56年10月

元
良
和

山
村
尾

河野
山田
竹宮

河野
吉原
花田

多スパン連続高架橋のランダム地
震応答解析一人カ位相効果につい
て一

昭和56年５月

海洋環境下における鉄筋コンクリ
ート構造物の防食方法に関する研
究

粒状体の変形特性に及ぼすせん断
方向変化の影響（その２）

土木学会第３６回年次学術講演会

多点人力系構造物の地震応答解析 昭和56年10月

数量化理論を用いた桜島における
侵食・崩壊発生危険度の一評価法

土木学会西部支部研究発表会
講演概要集

河
吉

野
原
若
藤
林

非比例減衰系の地震応答解析 昭和57年２月

武
伊
小

第３回コンクリートエ学
年次講演会講演論文集

オートクレーブによるコンクリー

ト中の鋼材の腐食促進試験

昭和56年５月

春
北
小

土木学会第３６回
年次学術講演会講演概要集

武若 耕 司 昭和56年10月

春山 元 寿 第１６回土質工学研究発表会

昭和56年５月１
１
１

４
４
４

７
８
９

寿
介
樹
寿
介
昌
介
寿
茂

元
良
弘

山
村
林

しらすのせん断特性に及ぼす初期
粒子構造の影響について

第１６回土質工学研究発表会

春
北
松



良
伸
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粒状体の粒子間力に関する一考察

ﾌ巳
水利科学研究所報告書

昭和57年１月
レーザー学会学術講演会
第２回年次大会

請毒年月発表者 題 雑誌名又は講演会名目

第１６回土質工学研究発表会

末元好郎

末元好郎

昭和56年10月第４２回応用物理学会学術講演会

５０

郎
寿
隆

下川
春山
地頭薗

悦
元 ｝

シラス斜面における降下軽石・火
山灰の分布とがけくずれ

Anisotropic Defbrmation‐

StrengthCharacteristicsofAn
AssemblyofSpericalParticles
underThreeDemensionalStres-

ses

第１８回自然災害科学
総合シンポジウム 昭和56年10月

土質工学会論文報告集
Vol、21,Ｎｏ．４

Ｍ・Ｈａｒｕｙａｍａ 昭和56年１２月

１
１
１
１

１
２
５
５

３
４
５

５
５
５

寿
彦
郎
美
寿
寿
孝
平
寿
隆
介
明

春山
難波
下川
森

春山

春山
本田
水野

春山
地頭薗

北村
岡

元
直
悦
正

変質火山岩に由来する過圧密粘土
地盤における切土斜面の崩壊

応用地質Vol､22,No.４ 昭和56年12月

桜島地区土石流の調査・解析 水利科学研究所報告書 昭和57年１月うじ

元
信
晶

三次元応力下におけるシラスの強
度・変形特性

昭和５６年度土木学会西部支部
研究発表会 昭和57年２月

森林の水資源かん養機能調査・解
析

超音波魚数計の研究

土木学会西部支部研究発表会

昭和57年３月

鹿児島大学工学部研究報告第２４号（1982）

昭和57年２月

昭和５６年度研究発表会講演集
(土木学会西部支部）

JapaneseJoumalofApplied
Physics
Vo1.20,Supplement20-3，
pp､241-24s

日本音響学会誌

幾鰐雲会撚溌撫ｆ１
Ｖｏ1.81,Ｎｏ．12,ｐｐ､29-36

日本音響学会昭和５６年度
秋季研究発表会

昭和56年５月

AMechanicalModelofParticu‐

lateMaterialBasedonStochas‐
ticProcess

AnalysisofDefbrmationMecha‐
nismofParticulateMaterialat

ParticleScale

MechanicalPropertiesｏｆＰａｒ‐
ticulateMaterialunderGeneral

StressConditions

FEMによる地盤の変形解析（第
１報）

岸沖漂砂に及ぼすwatertableの
影響に関する一現地実験

土質工学会論文報告集
Vol､21,Ｎｏ．２

Ｒ・Kitamura 昭和56年６月

土質工学会論文報告集
Vol､21,Ｎｏ．２

Ｒ・Kitamura 昭和56年６月

土質工学会論文報告集
Vol､21,Ｎｏ．３

Ｒ・Kitamura 昭和56年９月
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１
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５

介
治
郎
博

漁業における超音波の応用間庭愛信

昭和５６年度日本水産学会
春季大会

昭和57年２月

三識鴛耐剛｝
ofDolphins
Ultrasonic

Ｏ、theDispersion
by Underwater

Waves
昭和56年

昭和56年10月

昭和56年４月

レーザーヘテロダイン振動測定に
おける較正法

へテロダイン干渉計測のダイナ
ミックレンジ

昭和56年４月
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５
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７
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彦
憲
一
信
信
彦

津
井
鼻
庭
庭
深

野

古
石
宮
間
間
古

昌
洋
愛
愛
昌

魚体反射率の高確度測定のための
同時較正法

昭和56年10月



チアクラウンを用いる重金属イオ
ン選択性電極

1９１

昭和56年11月

チアクラウンを用いる銅イオン電
極

昭和56年７月

請毒年月雑誌名又は講演会名発表者 目題

学外に発表された論文ならびに講演

アセチレン，エチレン，エタンの
電子衝撃によるＣ２＊の生成過程

日本化学会九州支部
合同大会

上
肥
小

サーモプラスチック光記録素子の
準実時間マッチトフィルタリン
グ・システムへの応用

走査型レーザーヘテロダイン・シ
ステムの試作

Al-Al203-X-Pb素子への吸着物の
影響

小さい疲労き裂の伝ぱ則とその疲
労寿命評価への応用

レーザー研究
Vol、10,Ｎｏ．１，ｐｐ､56-60

昭和57年１月末 元 好郎

昭和56年７月

レーザー研究
Ｖｏｌ、10,Ｎｏ．２，ｐｐ､185-188

昭和57年３月末元好郎

第４２回応用物理学会学術講演会 昭和56年10月小原幸
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１
１
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寵
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田
上
鎌
上
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肥
鎌
鎌
児
肥
鎌
Ｓ
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ｍ
Ｌ
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ｍ

日本機械学会
第59期通常総会講演会

昭和57年３月

日本化学会九州支部
合同大会

日本分析化学会
第30年会

１
１

１
１
２
１

６
６
６
６

－
秀
郎
弘
秀
郎

一
一

淳
盛
禎
康
盛
禎

脇
後
川
田
後
川

昭和56年10月

メタンの電子衝撃による励起水素
原子の生成過程

日本化学会九州・中国・四国支部
合同大会

蔵
肥
小

昭和57年３月

日本化学会九州・中国・四国支部
合同大会

クラウンポリマーに対する金属塩
および有機化合物の分配

昭和56年11月

工場排水分析技術講習会イオン選択性電極による分析法

ＡＰＶＣＭａｔｒｉｘＭｅｍｂｒａｎｅＣｏｐ－
ｐｅｒｌｏｎ－ＳelectiveElectrode
BasedonaMacrocyclicPoly-
thiaether

ElectronImpactDissociationof
MolecularHydrogenandDeu-
terium：TranslationalEnergy
DistributionofAtomicHydro-
genandDeuterium（､＝3,4,5）

高分解能電子衝撃発光スペクトル
装置

TranslationalEnergyDistribu-
tionofExcitedHydrogenAtoms
andDissociativeExcitationof

HydrogenandMethane

FormationofC2(d)fromSimple
HydrocarbonesbyControlled
Electronlmpact

TranslationalEnergyDistribu-
tionsoftheexcitedHydrogen
Atoms（､＝3,4,5）andTheir
ProductionMechanismine-H2
Collisions

昭和57年２月

ChemistryLetter，1982,
pp､287-288

昭和57年３月

ChemicalPhysics，
Vol､66,ｐｐ､243-248

｝ 昭和56年７月

施撲蕊一聖"｝

孟鮮Iim"｝

淵頴”｝Ｍ・Ｈｉｇｏ

原子衝突ハンドブック装置篇，
pp､７１－７４

昭和56年４月

AtomicCollisionResearchin

JapanProgressReport，
7,ｐｐ､１９－２１

昭和56年６月

AtomicCollisionResearchin

JapanProgressReport，
7,ｐｐ､２２

昭和56年６月

XIIIntemationalConference

onthePhysicsofElectronicand
AtomicCollisions，Gatlinburg，
TennesseeUSA

Ｔ・Ｏｇａｗａ６１）
ＭＨｉｇｏ



昭和５６年７月

192

電子衝撃発光法による水，重水の
励起解離過程

分子構造総合討論会

HighResolutionSpectroscopy
onBalmer-aLineExcitedby
ControlledElectronlmpact
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請憲年月発表者 雑誌名又は講演会名題

第16回高速反応討論会
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日本電気株式会社私設通信事業部

神戸大学工学部電気工学科

日本電信電話公社武蔵野通研

宮崎大学工学部

宮崎大学教育学部

東京久栄

鹿児島大学水産学部

鹿児島県庁

佐伯建設工業ＫＫ・

日本国土開発Ｋ､Ｋ・

京都大学工学部

岡山大学工学部

春本鉄工所

東京大学生産技術研究所

不動建設㈱，元学生

飛鳥建設㈱，元学生

㈱竹中土木，元学生

鹿児島大学農学部助教授

鹿児島大学農学部教授

出水市役所，元鹿児島大学工学部助手

西日本地下工業㈱，元学生

不動建設㈱，元学生

元本学科学生

大学院工学科海洋土木開発工学専攻

水産工学研究所

九州大学工学部

元鹿児島大学大学院工学研究科生

元鹿児島大学工学部学生

九州大学大学院総合理工学研究科

元九州大学大学院総合理工学研究科生

元九州大学工学部学生

元鹿児島大学工学部

東京大学工学部

長岡技術科学大学

鹿児島大学整形外科

東京工業大学工学部

中部工業大学

鹿児島工業高等専門学校

鹿大・教養

鹿大・水産

鹿児島短大

九州工業大学

九州朝日放送

近畿大学

現：前田建設工業ＫＫ・

院生

UniversityofWaterloo

鹿児島大学大学院工学研究科生

元鹿児島大学大学院工学研究科生

元鹿児島大学工学部学生

鹿児島大学大学院工学研究科生

三菱鉱業セメント株式会社

九州大学工学部

鹿児島大学大学院工学研究科生

鹿児島大学工学部研究生

川崎北労働基準監督署

日本酸素株式会社

九州大学工学部

WestVirginiaUniversity

UniversityofWaterloo

東北大学工学部電気工学科

九州大学工学部電子工学科

神戸大学工学部電気工学科

盈鮮叫

黙毒１

黙蓋１

九州大学大学院
総合理工学研究科報告
第３巻１号，ｐｐ､１３－１６

昭和56年12月

鹿児島大学工学部研究報告第２４号（1982）

昭和56年10月

TranslationalEnergyDistribu-
tionandProductionMechanism

ofExcitedHydrogenAtomsPro-
ducedinElectron-CH4Colli-

●

ｓ１０ｎｓ

昭和56年10月

メタン・クロロホルムの電子衝撃
による励起解離過程

日本化学会第44秋季年会

昭和56年11月茎鮮送"'｝

嬬溌翼｝

ChemicalPhysics，
６１，ｐｐ､１８１－１８８

アセチレン，エチレン，エタンの
電子衝撃によるＣ２＊の生成過程


